
リーグ名

運営会社 2023日程計画 開始 終了 試合数 備考

運営会社代表者 前期公式戦 3月25日（土） 6月4日（日） 34試合/球団 ソフトバンク交流戦含む

後期公式戦 6月24日（土） 9月17日（日） 34試合/球団 ソフトバンク交流戦含む

チャンピオンシップ 9月22日（金） 9月24日（日） 最大全3試合 前期・後期優勝チーム対決、2先勝

グランドCS 9月29日（木） 10月1日（土） 最大全5試合 出場4チーム トーナメント方式

社員数常勤（非常勤）

2022年トピックス（ビジネス関連及び野球関連）

2023年展望（ビジネス関連及び野球関連）

NPB2022ドラフト指名(累積)

NPB2022移籍数(累積)

2022年シーズン成績

2020 2021 2022

収入（千円） ¥68,800 ¥68,636 ¥76,435

経常利益（千円） ¥31,156 ¥23,074 ¥21,146

動員総数 24,186 28,029 40,457

1試合平均 186 230 293

2022年ホーム最多動員

0名（10名） ・BCリーグとの審判部、記録部協業で、運営体制を強化

1,848人（2022年5月28日13時 ）愛媛MP－SBH3軍＠坊っちゃんスタジアム

総合優勝：高知　準優勝：徳島　3位：香川　4位：愛媛 ・コロナ禍前のような賑わいづくり、お客様の呼び戻し

・コンプライアンス、ガバナンス、アカウンタビリティの推進

・懲罰委員会、相談窓口設置による組織体制の強化

・選手のセカンドキャリアのバックアップ体制を構築し、安心して野球ができる環境づくり

・3年ぶりに日本独立リーグ野球機構（IPBL）主催のグランドチャンピオンシップに参戦

株式会社TREASURY ・3年ぶりに日本野球機構（NPB）主催のみやざきフェニックス・リーグに参戦

セントラル総合開発株式会社、日本郵便株式会社 四国支社　ほか

4名（68名） ・NPB審判員としてご活躍された井野氏、谷氏を審判部アドバイザーとして迎え入れ、審判部の体制を強化

・四国派遣のNPB研修審判2名がNPB育成審判に昇格。常勤審判1名がNPBアンパイアスクールに合格

株式会社セイア ・3年ぶりに1,000人以上の観客動員を達成

株式会社伊藤園 ・日本郵便株式会社 四国支社がリーグオフィシャルパートナーに

役職者

取締役会長　小崎 貴紀

取締役　齋藤 浩司、野副 星児

取締役（非常勤）　手束 直胤、松元 繁、田室 和紀、荒井 健司、武政 重和、和泉 享、大下 浩平

監査役　西 英俊

2名（4名）

主要スポンサー

株式会社トリドールホールディングス

株式会社ダスキン

主要株主

コンカラー株式会社

データスタジアム株式会社

星企画株式会社

四国電力株式会社 ・NPBドラフト指名育成4名

四国旅客鉄道株式会社　ほか
・2021年に育成指名を受けた宮森智志選手（東北楽天）、藤井皓哉選手（福岡ソフトバンク）（いずれも元高知）が支配下登録され、大車輪の活躍。

宮森選手は初登板から22試合連続無失点の日本タイ記録を樹立。

四国アイランドリーグplus
株式会社IBLJ

代表取締役社長　馬郡　健



球団名

加盟リーグ 四国アイランドリーグplus

運営会社 2023首脳陣 氏名 2022在籍 主な現役球歴 主な指導者球歴

運営会社代表者 監督 吉田　豊彦 継続 南海ーダイエーー阪神ー近鉄－楽天 楽天

球団役職者 コーチ 定岡　智秋 継続 南海 南海ーダイエー

社員数常勤（非常勤） コーチ 勝呂　壽統 継続 巨人－オリックス－近鉄
近鉄ーソフトバンクー信濃GSー香川OGー巨

人ー高知ーオリックス

トレーナー 丹羽　巧樹 新任

2022年トピックス（ビジネス関連及び野球関連）

NPB2022ドラフト指名(累積)

NPB2022移籍数(累積) 2023年展望（ビジネス関連及び野球関連）

2022年シーズンチーム成績

2020 2021 2022

収入（千円） 78,830 87,276 98,362

経常利益（千円） -12,046 -9,693 -4,535

動員総数 6,274 8,231 8,372

1試合平均 190 242 246

2022年ホーム最多動員

4名（1名）

高知ファイティングドッグス

株式会社　高知犬

代表取締役　武政重和

取締役 ： 森下幸次、梶田宙、永井理大

0名（3名）

四国アイランドリーグplus総合優勝　30勝31敗7分 GCS3位 ・公式戦来場者数昨年比2倍目標、集客企画＆営業強化

主要株主

明神水産株式会社

龍馬学園

0名（8名）

・現役OB選手がNPBで活躍（ロッテ角中勝也　16年連続1軍出場、ソフトバンク藤井皓哉　1軍55試合登板防御率1.12、東北楽天宮森智志　新人22試合連続無失点記

録、阪神石井大智　2年連続1軍18試合登板＆昨年防御率0.75）

・野球スクール事業拡大（2021年スクール生29名　→　2022年スクール生40名）

・選手育成強化（トレーニングと食事に注力）

930人（2022年7月29日(金)18時）

・野球スクール事業拡大（保育園・幼稚園訪問→授業＆課外活動）

主要スポンサー

明神水産株式会社 ・平成の怪物「松坂大輔」氏が公式戦来場！始球式、ライブ中継生解説など

株式会社HIKARI

和光ホームズ株式会社

タケナカグループ



球団名

加盟リーグ 四国アイランドリーグplus

運営会社 2023首脳陣 氏名 2022在籍 主な現役球歴 主な指導者球歴

運営会社代表者 監督 岡本哲司 継続 横浜ー日ハム 日ハム−横浜ーオリックス

球団役職者 コーチ 橋本球史 継続 徳島 徳島

社員数常勤（非常勤） コーチ

トレーナー 中尾公即 新任 環太平洋大学 兵庫ブルーサンダース

2022年トピックス（ビジネス関連及び野球関連）

NPB2022ドラフト指名(累積)

NPB2022移籍数(累積) 2023年展望（ビジネス関連及び野球関連）

2022年シーズンチーム成績

2020 2021 2022

収入（千円） ¥55,596 ¥72,369 ¥91,908

経常利益（千円） ¥-8,703 ¥1,213 ¥6,194

動員総数 5,161 6,703 10,101

1試合平均 166 168 295

2022年ホーム最多動員

1名（名）

徳島インディゴソックス

株式会社パブリック・ベースボールクラブ徳島

代表取締役　南　啓介

主要株主

株式会社WoodStock

株式会社明和クリーン

株式会社AppBank Store

株式会マル・インシュランス

ほけんショップミヨシ

主要スポンサー

阿波製紙株式会社

パクテラ・コンサルティング・ジャパン株式会社

ボートレース鳴門

徳島大正銀行

ゆめタウン徳島

・2022ドラフト会議にて中山、茶野、モンテルの３名が育成ドラフトにて指名。10年連続でのドラフト指名となった。

・選手の精神的、技術的な状況を把握する為、アプリによるフロントとの繋がりを強化、実施。

・アイドルグループのエビスマスカッツの球場ライブを実施。

947人（2022年5月4日18時@むつみ）

３名（24名）

０名（４名）

四国アイランドリーグplus2位　33勝27敗8分 ・11年連続でのドラフト輩出を目指す！

・室内練習場の設置を目指す！

・県内全ての保育園、幼稚園訪問を実施予定。

・独立リーグ日本一連覇を目指す！



球団名

加盟リーグ 四国アイランドリーグplus

運営会社 2023首脳陣 氏名 2022在籍 主な現役球歴 主な指導者球歴

運営会社代表者 監督 近藤　智勝 継続 香川OG 香川OG

球団役職者 コーチ 岡本　克道 新任 (株)東芝-福岡ダイエーホークス
長崎ｾｲﾝﾂ-香川OG-横浜ﾍﾞｲｽﾀｰｽﾞ-信濃

GS-ｶﾅﾌﾚｯｸｽ-Honda鈴鹿-Honda

社員数常勤（非常勤） トレーナー 千葉　直人 継続

2022年トピックス（ビジネス関連及び野球関連）

NPB2022ドラフト指名(累積)

NPB2022移籍数(累積) 2023年展望（ビジネス関連及び野球関連）

2022年シーズンチーム成績

2020 2021 2022

収入（千円） ¥75,892 ¥81,961 ¥59,824

経常利益（千円） ¥862 ¥7,169 ¥590

動員総数 5,762 7,218 5,334

1試合平均 160 225 157

2022年ホーム最多動員

4名

香川オリーブガイナーズ

株式会社サクセス

代表取締役会長兼社長　和泉　享

球団代表 前田　恭典　社外取締役 三野 環

株式会社三祥

丸亀市ボートレース事業局

主要株主

株式会社サクセス

前田恭典

株式会社ヘンミ

逸見俊輔

株式会社四国にぎわいネットワーク

・タイトルホルダー2名（押川魁人選手：最多盗塁、近藤壱来投手：最多奪三振）

株式会社日鋼サッシュ製作所 ・香川県チームMVP（前期：冨田慎太郎選手、後期：橋爪海人投手）

株式会社レクザム ・香川県にぎわいづくり表彰（天野龍人捕手、石田啓介投手、近藤壱来投手、冨田慎太郎選手）

714人（2022年5月21日17時＠レクザムスタジアム）

0名（26名）

0名（2名）

四国アイランドリーグplus3位　30勝31敗7分 ・NPBドラフト指名選手の輩出

・選手による地域貢献活動を積極的に行い、認知度を上げてファン作りを推進

・ファンと選手の交流イベントの実施

・県内の他スポーツ団体と協力してイベント開催

主要スポンサー

株式会社サクセス



球団名

加盟リーグ 四国アイランドリーグplus

運営会社 2023首脳陣 氏名 2022在籍 主な現役球歴 主な指導者球歴

運営会社代表者 監督 弓岡　敬二郎 継続 阪急-オリックス・バファローズ オリックス・バファローズ

球団役職者 コーチ 武藤　孝司 継続 近鉄-大阪近鉄 徳島-愛媛-Honda鈴鹿

社員数常勤（非常勤） コーチ 伊藤　隼太 継続 阪神 愛媛

コーチ兼投手 正田　樹 継続 日本ハム-阪神-ヤクルト 愛媛

コーチ 平井　諒 継続 ヤクルト 愛媛

2022年トピックス（ビジネス関連及び野球関連）

NPB2022ドラフト指名(累積)

NPB2022移籍数(累積) 2023年展望（ビジネス関連及び野球関連）

2022年シーズンチーム成績

2020 2021 2022

収入（千円） ¥144,595 ¥154,156 ¥183,031

経常利益（千円） ¥2,557 ¥5,048 ¥5,176

動員総数 6,478 4,241 15,927

1試合平均 170 125 468

2022年ホーム最多動員

8名（0名）

愛媛マンダリンパイレーツ

愛媛県民球団株式会社

代表取締役　薬師神　績

取締役：井原 一民、森 一哉、稲葉 隆一、藤岡 明、徳廣 良彦、門田 省二、高田 哲也、薬師神 権祐、越智 祐二、 田室 和紀

主要株主

愛媛県

県下20市町

株式会社愛媛銀行

大王製紙株式会社

星企画株式会社

主要スポンサー

株式会社愛媛銀行 ・11年ぶりとなる「NPBドラフト指名選手の輩出」が達成できた（地元出身選手）

大王製紙株式会社 ・昨年、一昨年よりは来場者数が回復したため、チケット収入は若干増加した

星企画株式会社 ・人気YouTuberやTickTokerとのコラボ企画、落合博満氏の中継解説など、新たな取組みにチャレンジした

生活協同組合コープえひめ ・球団の「経営資源」を強化・深耕したことで、スポンサー収入や後援会収入増加に繋がった

株式会社フジ ・11期連続黒字決算の見込み

1,848人　（2022年5月28日13時＠坊っちゃんスタジアム） ・県内の他プロスポーツチームとの連携を更に強化して相乗効果を図る

1名（8名） ・幼稚園（保育園）＆小学校訪問を強化し、「子どもファンづくり」につながった

0名（1名）

四国アイランドリーグplus4位　25勝31敗11分 ・7年ぶりとなる「リーグ年間総合優勝」を目指す

・2年連続ドラフト指名選手の輩出を目指す

・地域貢献活動の内容を見直し、ファンづくりを推進する

・モアベースボールプロジェクト（幼稚園・小学校訪問、野球普及活動）を強化する

・上記活動を通じ、後援会員の増強に最注力する

・インターネット中継の内容を充実（カメラ台数増、実況・解説など）する


